
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自閉症スペクトラム障害(ＡＳＤ)を 

もつお子さんにとって、 

栄養上必要なものはなんでしょうか？ 

 

一般的に、ASDのお子さんが栄養上必要とされ

るものは、すべてのお子さん、また育ちざかりの

10代のお子さんと同じです。 

ですが、ASDのお子さんは、偏食がちであると

言われています。なので、お子さんが、本来必要

とする栄養が十分には摂れないこともあるでし

ょう。 

例えば、（お子さんが飲むのを拒否したり、あ

る特定の物を好むために）もしお子さんが牛乳を

飲まない時には、十分なカルシウムやビタミンD

を摂取できていないかもしれません。また、もし

お子さんが、穀類を十分に摂取していない時に

は、繊維やビタミンBを十分に摂取できていない

こともあります。ASDのお子さんの多くは、この

ような偏食のために、栄養障害をおこすリスクが

あるかもしれません。また、鉄分の摂取不足のリ

スクも高くなる可能性があるでしょう。 

 
 
★「食」の問題について、知っておくべ

きことはなんでしょうか？ 

 

食の問題は、ASDのお子さんだけでなく、多く

のお子さんに等しく見られることでもあります。

ASDの子どもの場合、その問題がより長く続いた

り、お子さんの味覚や、嗅覚の特性によるもので

あったり、学習された行動パターンの結果だった

りします。ASDのお子さんのうち、多くて 

4 分の 3 のお子さんが、食に関する問題を抱え

ている可能性があると言われています。 

以下のような問題が挙げられています。 

 

・食物の手触り（材質感）、色、味、温度に関す

る限局性 

・食物に関する儀式や執着 

・食物以外のものを食べたり、口に含む（異食

症） 

・強迫的に（否応なしに）食べること 

・食べ物を口に詰め込む 

・吐く、吐こうとする、長時間、何度も繰り返

し食物をかむ 

 

もしお子さんが、ある食べ物を食べた後、む

かつきを感じたら、次にその食べ物を食べるの

を嫌がることもあるでしょう。これは、たとえ

その食べ物がお子さんの気分を悪くするような

ものでなくても起こりうるかもしれません。ま

た、お子さんが、好きな食べ物を食べなくなっ

たり、過去に大好きだったものも嫌がったりす

ることがあるかもしれません。これは、行動上

のもの、また好みや強迫観念に関連するもので

ある可能性があります。 

 

このハンドアウトは、大阪大学子どものこころの分子統御機構研究センターが、アメ

リカ小児科学会の一連のハンドアウト集 “Autism: Caring for Children with Autism Spectrum 
Disorders” の Nutrition and Eating Problems のハンドアウトを、日本の実情に適した形に加筆

したものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★お子さんの「食」を改善するために、

できることは？ 

食や栄養の問題に上手に取り組む方法と

しては、まず、食事時間を規則正しく構造化

したものに設定するといいでしょう。食事や

おやつは、毎日ほぼ同じ時間に与えるように

しましょう。 

食事時間は、穏やかに、そして、注意がそ

らされるものを除くようにしてみましょう。

お子さんと一緒に座って、同じ食べ物を食べ

ましょう。また、できるなら、お子さんが自

分自身で食べるように促してみましょう。 

毎回の食事には、お子さんがいつも美味し

く食べているもの、または少なくとも一つは

好きな食べ物を一緒に出しておくといいで

しょう。このようにすると、お子さんにとっ

ては、食事のときには必ず好きで食べられそ

うな食べ物が一つ用意されていることにな

るでしょう。 

また、インスタント食品ばかりにならない

方がいいかもしれません。お子さんに食べる

ように言うときにも、決して、懇願したり脅

迫してはいけません。 

一旦、お子さんが食卓から離れたら、食事

を終わりにするといいでしょう。 

お子さんには、決まった食事やおやつの時

間に、食べる習慣をつけていくために、でき

るだけ、次の食事やおやつの時間までに、食

べ物を与えないようにしましょう。お子さん

は、家族が食べているのをみて食べることを

学んでいきます。だから家族の皆さんは、果

物や野菜をしっかり食べたり、間食をしない

など、食行動において、お子さんの良いモデ

ルになるように努めてみましょう。 

口に食べ物を詰め込む、何度も噛んでは出

す、ひどい偏食などの摂食に関する特異な問

題でお困りの際には、必要であれば、行動や

スピーチ、作業療法の専門家からの助けも利

用されるといいでしょう。また、栄養士への

相談は役立つアドバイスを得られるかもし

れません。 

★小児科医のチェックはなぜ必要なの

でしょうか？ 

定期的な診察の際に、医師はお子さんの食

事についても検討します。お子さんにひどい

偏食がある場合など、一度相談してみて下さ

い。小児科医は、食の問題に関連する医学的

な原因がないか、成育歴を聞いたり、身体的

な検査をすることもあるでしょう。 

例えば、食べ物でないものを食べること（異

食症）は、鉄の血中濃度の低下、精神遅滞（低

年齢の子どもは手に触れるものすべてを口に

入れます）、感覚的な探索行動、もしくは、強

迫、不安に関連することもあると言われてい

ます。 

栄養障害について調べるために、検査が必

要になることもあります。 

 

★食べることや栄養について、このほ

かに留意しておくこと 

親御さんにとって、お子さんが食べる必要が

あると考えている量や種類は、実際のところ

は、ひどく多すぎる場合があることを心にとめ

ておくといいでしょう。小児科医は、お子さん

の年齢や体重を加味して、お子さんにとってベ

ストな一人前の食事量を教えてくれるでしょ

う。また、一食で、バランスの良い食事を目

指すのではなく、一週間単位で目指すのが好

ましいということを覚えておいて下さい。そし

て、食事の問題は、一夜にして突然に消えてな

くなるものではありません。 

お子さんには、食に 

関する新しいルールを 

伝えて続けていくことが 

必要となるかも 

しれません。 
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